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J01a 「すざく」搭載WAMによるGRB070508プロンプト放射のスペクトル時
間変動解析
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ガンマ線バースト (GRB)は、近年の Swift衛星などの活躍により、X線残光の研究に目覚しい発展が見られた。
今年度末には、MeV – GeV領域で観測可能なGLAST衛星が打ち上げ予定であり、さらなる発展が期待される。
一方、GRB本体であるプロンプト放射については、中心天体に近い場所での放射にも関わらず、残光と比べる
と描像は分かっていない。プロンプト放射の特徴を理解するためにはスペクトルのべきや軟γ線付近の Epeak の
短期変動を調べる必要がある。しかし、この軟γ線帯域ではBAT/SwiftやBATSE/CGROは検出面積が小さく、
細かい時間変動で解析できない。そこで、X線衛星「すざく」に搭載のWAM検出器の利点である大面積と広い
観測領域 (50keV – 5MeV)を生かして、0.5秒以下の細かいスケールでスペクトルの時間変動を追った。
今回は、細かな時間変動を持つ継続時間 12秒 (T90)の明るいGRB 070508のWAMデ－ タを解析した。全時
間積分したスペクトルは、Cutoff powerlawでよく再現でき、べき α：0.96(-0.24,+0.23)、Epeak：233 (-13,+11)
keVであった。ライトカ－ ブは、1/64秒の時間分解能で見たところ約 0.3秒間隔のピークが多数あり、個々のフ
レアは、240keV以上では鋭く、110keV以下では緩やかに減光している。fluxと Hardness比の時間変化を調べ
たところ、ピークによらず単一の相関関係に従うように見える。さらに、Hardness比は、べき αだと 1.0 – 2.5、
Epeakだと 100 – 450keVに相当する範囲で変化していた。本講演では、それらの詳細を報告する。


